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開館時間：９時～１７時 休館日：毎週水曜日、第４火曜日、祝日の翌日 

平成１８年度から指定管理者制度により（公財）東近江市地域振興事業団が管理しています。 

毎週第３日曜日は「家族ふれあいサンデー」 東近江市民の方は、「ふれあいカード」をお持ちの上、家族でお越し下さい 

＝ひな人形凧展＝ 
開催期間：平成２９年２月２３日（木）～３月１２日（日） 

開館時間：午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）   

期間中の休館日：毎週水曜日、２月２８日（火） 

入 館 料：一般 ３００円 小・中学生１５０円 

 
もうすぐ３月です。３月といえば全国各地で「ひな祭り」

が開かれ、色々なひな人形が飾られます。東近江大凧会館で

も、２月２３日（木）から毎年恒例の「ひな人形の凧展」を

開催しています。 

作品は男雛、女雛、三人官女、五人囃子などが描かれた凧３

４点を１階ホールに展示していま

す。その中には男雛から五人囃子の

凧１０枚が連なって揚がる連凧も

あります。その他にも創作凧（男雛

の凧、 女雛の凧）、男雛と女雛が描

かれた孫次凧や扇凧、角凧、因幡の

ひな凧も展示をしています。また、

市内の折り紙ボランティアサーク

ル「おりづる」の皆さんが作られた

「折り紙の雛人形」も飾られていま

す。 

期間中にご来館いただいた小学生

以下のお子様を対象に、親子で簡単に

作れて楽しいと大変好評の室内で揚

げる「ひな人形の歩行凧作り」（体 

験料 無料）も行っています。 

ご家族やお友達とお誘いあわせの

上、是非ご来館下さいますよう心から  

お待ちしております。 

 
ひな人形の歩行凧 

三波捷
さんなみかつ

昭
あき

 切り絵の部屋 ～黒と白の美～ 

３月１６日（木）～４月９日（日） 

 
どこか懐かしく、そしてどこかで見た風景の切り絵の作品を展

示します。展示作品は、東近江市にお住いの三波捷昭（さんな

みかつあき）さんと三波さんの教室参加者１９名の方です。三

波さんは平成９年に勤めていた会社が八日市に移転になり、東

近江市にお住いになられました。平成１３年に定年退職されたあと、バ

イクで日本全国を走り回り、行った先での風景や旧民家をスケッチした

り、写真など残している内にこれを切り絵に考えるようになり独学で始

められました。２年前までは７教室で生徒数約１００人の切り絵の教室

を開催され、現在は４つの教室を開催されています。今回の展示会では

百済寺、御代参街道などどこかで見た懐かしい風景の切り絵を展示しま 

す。               展示作品（御代参街道） 

  



＝東おうみ観光招待事業に参加しました＝ 
 東近江観光振興協議会主催「平成２８年度東おうみ観光招待

事業」へ参加してきました。 

観光招待事業？？？ 

東近江市・竜王町・日野町・近江八幡市が連携し、旅行業者の

方に東近江地域を売り込む機会

です。参加している事業者はさ

まざまで、観光施設、飲食店、

食品製造業者、宿泊施設・・・

約５０社、それぞれがパンフレ

ットや製品、試食品を駆使して

約２０社の旅行業者の担当者へ

直接売り込み PR をします。大

凧会館は、パンフレットだけで

なく、PR 資料を作成し、飾り凧

や歩行凧を使って３時間立ちっ

ぱなしの PR でした。従来からの

大型観光バス旅行であったり、海

外からのお客様へのツアー企画

であったり、国内でインターネッ

トでのツアー販売を計画されて

いたり、ニーズもさまざま・・・。 

また、地域一体となってお客様を

呼び込む事が重要！そうなると

業種問わず事業者同士の連携が

大切です。交流会には、旅行業者、

事業者、振興協議会、各市町の観光協会、自治体の観光担当課の職員さ

ん達が参加されていました。ご指摘いただいた旅行業者さんに詳しい話

を聞きに行ったり、各市町の職員さんのお話を聞けたり、観光協会の今

後の展開についてお聞きしたり、飲食店さん達の活気あるお話を聞くこ

とができました。各地域の特産品も試食して、頭もお腹もいっぱいにな

りました。 

「東おうみ地域の中の東近江」「連携」「特色」「差別化」「PR 方法」沢山

のキーワードを貰いました。すぐに何かに結びつかなくても、今日貰っ

たキーワードを頭において会館運営に反映していけるようにしていきた

いな。と思いました。とても貴重な機会に参加できてよい勉強になりま

した(^- ^) 

＝市内小学校の見学がありました♪＝ 

 皆さんこんにちは！さて、東近江市は合併して今年で早

１２年。そのためたくさんの小学校数になりましたが、そ

の内の数校の小学３年生が毎年この時期に地域学習とし

て市内の博物館の見学をする計画をし、今年は４校の小学

生が見学に来られました。学校によって工程は異なります

が、だいたいの学校は午前中に能

登川博物館で「昔の暮らし体験」

として、｢展示見学」と「石臼」・

「七輪」・「灯り」の体験学習をさ

れ、その後東近江大凧会館でお昼

ご飯♪一息ついてから館内の見

学説明・大凧飛揚ビデオ・自由見

学をされ、別館にて凧作り体験を

行いました。館内見学は、東近江

大凧や日本・世界の凧を見学し

て、しおりには凧の絵を描いたり

スタンプを押したり、気になることはたくさん質問してくれる子もいま

した！凧作りでは、皆さん事前に描きたい絵を持ってきたり、事前に凧

の紙を渡している学校は骨組からスタートしたりしてどの学校の子も真

剣なまなざしで制作していました。1 日で普段なかなか経験できないこ

とをたくさん学んで大変だったかもしれませんが、今回の学習をぜひ自

分なりに吸収して将来に役立ててほしいですね♪ 
＝海外の方が来館されました＝ 

 ２月２４日（金）に中華大学研修団のみな

さんが東近江市内をふたつのグループで分か

れて見学されました。大凧会館の見学グルー

プは、愛東マーガレットステーションでいち

ご狩り体験をして、大凧会館で見学と歩行凧

作り体験、昼食後八日市商店街、御代参街道

の町歩きをして楽しまれました。また、２月

１８日（土）には、台湾、中国、韓国などの留学生の方も来館され、これか

ら海外の皆さんの入館も増えてきそうです。 

＝２０１７年３月の予定＝ 
１２日（日）まで 「ひな人形の凧展」 

 ２日（木） 五十崎凧博物館（愛媛県）視察研修のために来館 

 ７日（火） 東近江大凧会館職員消防訓練 

１６日（木）から４月９日（日） 

       三波捷昭 切り絵の部屋 ～黒と白の美～開催 

１８日（土） 五個荘学童 凧作り指導 

１９日（日） 家族ふれあいサンデー 

２８日（火） 館内清掃（予定） 

２９日（水） 館内清掃（予定） 

一月一凧は今号休みます。 

＝船岡中学校おみやげ凧作り＝ 
 東近江市の船岡中学校の２

年生の皆さんが４月に沖縄へ

修学旅行に行かれますが、お

世話になる民泊の方々へのお

土産として東近江大凧のミニ

チュアを渡されます。２月２

０日（月）に作業の１日目が

あり、ミニチュアの凧に色塗

りを行いました。２４日（金）

には骨組、糸付けを行い完成

となりました。作業の前には、

大凧の歴史、そして大凧に意味があることを知っていただきました。お

世話になった方に凧を渡されるときに大凧の説明をしてください。 

＝ガオさんの凧作り教室を行いました＝ 
 ２月４日（土）に「凧作り教

室」～東近江のガオさんの凧を

作ろう～を開催しました。とこ

ろでガオさんをごぞんじです

か！？悪いことをしたり、夜遅

くまで起きていると、ガオがや

ってくると言われました。 

凧作り当日は４人の参加者と

少なかったですが、縦約９０ｃ

ｍあるガオさんの形に切り取ら

れた紙に赤や黄色などの絵の具で思い思いの色を塗り、絵を完成させま

した。その後、竹の骨組を接着剤で紙に貼り付け、糸を取り付け約２時

間３０分で完成しました。 

＝にんげん雛絵巻まつり＝ 
 東近江市五個荘で「商家に伝わるひな人形めぐり」が開催中で、期間

中の２月１８日（土）と１９日（日）に「にんげん雛絵巻まつり」が行

われました。１８日（土）には今年度のレインボー大使と過去のレイン

ボー大使らがひな人形になり、会場で甘酒と子どもたちには雛あられも

振る舞われました。商家に伝わるひな人形めぐりは３月２０日まで。ま

た、東近江地域では、近江八幡節句人形めぐりが３月２６日まで、日野

ひなまつり紀行が３月１２日まで開催中です。 

  

  

  
 

 

 


